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研究成果の概要（和文）：殺人を犯した受刑者に対して，少年院で発展してきたロールレタリングを用いた教育プログ
ラムを作成しこれを刑務所で４年間実施し，最終的に教育プログラムの完成版を作成した。またこの研究成果を心理学
関係の学会で数回発表しその発表内容を,学会誌の論文として数本発表し, また一般の人が理解できるような著書も刊
行した。

研究成果の概要（英文）：I made a correctional program with Role Lettering which has been developed in work
 house forboysfor four yearsin prison and fainally I made a perfect corrctional program for the prisonrs w
ho killed a peson and I announced the effect of this program in some associations about psychology and pub
lished some journals  published in some soociaions and salso published a book which was forgeneral prople 
can understand this program
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１．研究開始当初の背景 
本研究は，少年院で開発されたロールレタリ
ングを，刑事施設における受刑者に導入して
その効果を実証するとともに，本法を取り入
れた受刑者への教育プログラムを開発する
ところにある。2006 年に法改正が行われ，刑
事施設でも改善指導の充実を図ることとな
ったが，効果的な処遇方法は未だ確立されて
いない。筆者は，一般の心理面接にロールレ
タリングを導入し，「自分から相手へ」の書
き方を基本にして，またこうした方法が矯正
教育にも有効であると考え，ロールレタリン
グを活用した教育プログラムを開発したい。
受刑者の矯正教育に対する批判があるなか，
2006年の新法の施行により，日本の刑事施設に
おける治療教育はようやく第一歩を踏み出し
たところといっても過言ではない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，少年院で開発されたロール
レタリングを，刑事施設における受刑者に導
入してその効果を実証するとともに，本法を
取り入れた受刑者への教育プログラムを開
発するところにある。2006 年に法改正が行わ
れ，刑事施設でも改善指導の充実を図ること
となったが，効果的な処遇方法は未だ確立さ
れていない。筆者は，一般の心理面接にロー
ルレタリングを導入し，「自分から相手へ」
の書き方を基本にして感情表現を促す方法
で本法の効果を実証している。またこうした
方法が矯正教育にも有効であると考え，事例
も発表している。今後も事例研究を積み重ね
て本法の実施方法を確立し，最終的にロール
レタリングを活用した教育プログラムを開
発したい。 
 
３．研究の方法 
本研究の方法は，刑事施設における受刑者の
教育にロールレタリングを導入した更生プ
ログラムを作成し，その効果の検証を行う研
究である。本研究では，２つの刑務所におい
て実飛車が作成した教育プログラムを実施
し，各年５名程度の受刑者に対してロールレ
タリングを導入し，受刑者の内面の問題の解
決や被害者への贖罪教育の方法として本法
の効果を実証するとともにロールレタリン
グを導入した教育プログラムを作成する。こ
うした成果を犯罪心理に関係する国内の学
会において発表し，最終的に冊子の形にまと
める。研究成果を公表することによって，ロ
ールレタリングの効果的な実施方法と本法
を活用した教育プログラムを広く世に問う
ていきたい。 
 
なお，年度ごとの研究計画を述べるならば，
以下の通りである。 
（１）平成 23 年度 
平成23年度には，すでに「被害者の視点を取
り入れた教育」と「被害者感情理解指導」の
２つの教育プログラムを開始しているが，昨

年度実施した教育プログラムを修正した内容
のものを実施している。また，教育プログラ
ムの実践と並行して，ロールレタリングを導
入した受刑者の個人面接もすでに着手してお
り，個人面接におけるロールレタリングの効
果を検証する。 
 
（２）平成 24 年度 
平成23年度に得られた結果を基にして，ロー
ルレタリングを取り入れた「教育プログラム
」をさらに修正し，平成24年度も引き続き２
つの刑務所において，一般改善指導ならびに
特別改善指導に教育プログラムを導入し，効
果の検証を行う。対象者は，平成23年度と同
様に，教育プログラムを受講する両刑務所の
受刑者であり，都合10名である（５名ずつの
２グループ）。平成23年度は「被害者の視点
を取り入れた教育」以外に「薬物依存離脱指
導」の教育プログラムの開発も追究した。ま
た，プログラムの実践と並行して，平成24年
度もロールレタリングを導入した受刑者の個
人面接を行い，個人面接におけるロールレタ
リングの効果を検証する。 
 
（３）平成 25 年度 
本研究の最終年度においては，過去２年間に
おいて得られた研究結果をまとめ，受刑者の
矯正教育にロールレタリングを取り入れた
「教育プログラム」を完成する。具体的には，
研究成果を広報用パンフレットの形にまとめ，
各刑事施設だけでなく一般のカウンセリング
現場においてもこれを配布できるようにし，
ロールレタリングを活用した教育プログラム
に関する評価を検証していきたい。 
 
４．研究成果 
平成 23 年度は「加害者の視点」をテーマに，
犯罪を起こした受刑者の自分自身の内面の
問題を自己洞察することからグループワー
クを開始し，最後は「被害者の視点」までも
視野に入れた教育プログラムを実施した。結
果として，受刑者の更生への意欲は過去２年
間に比べて高まっていることが検証された。
また，「相手に対して本音を吐き出す」技法
であるロールレタリングの手法が，自己の内
面の気づきを促す効果をもたらしているこ
とも明らかとなった。「加害者の視点」をテ
ーマに受刑者自身の内面の問題を考えさせ
ることで，受刑者が被害者のことを考えるよ
うになっていることを，犯罪心理や臨床心理
の学会で発表したところ，新しい視点を持っ
た研究として一定の評価を受けた。また「ノ
ート交換」という方法により，書きやすいテ
ーマでロールレタリングを活用した点も評
価された。 
平成 24 年度は「被害者の視点」を取り入れ
た教育プログラムを作成し，受刑者に特別改
善指導を試みた。平成 23 年度と同様に，ロ
ールレタリングを取り入れた教育プログラ



ムによって，受刑者の自己理解と罪の意識が
高まっていることが明らかとなった。この成
果を日本司法福祉学会と日本ロールレタリ
ング学会において報告した。さらに研究成果
の公表として，『ロールレタリング 手紙を
書く心理療法の理論と実践』（金子書房）と
『無期懲役受刑者の更生は可能か 本当に
人は変わることはないのだろうか』（晃洋書
房）の２冊の著書を上梓した。 
平成 25 年度は平成 23 年度と平成 24 年度の
実践の上に，ロールレタリングを取り入れた
「教育プログラム」の完成版を作成した。筆
者が作成した「教育プログラム」は，現在，
矯正教育で実施されている「被害者の視点」
ではなく，「加害者の視点」から受刑者に内
省を求める方法である。それにロールレタリ
ングの技法を取り入れることによって，受刑
者に「心の整理」を促し，「上辺の反省」で
はなく「真の反省」を彼らの心に芽生えさせ
ることができた点に，本研究の意義がある。
特に，心の奥底にあった「否定的感情の吐き
出し」にロールレタリングを活用したことに
より，受刑者が自分の内面の問題と向き合う
ことを可能にしたと考えられる。また「交換
ノート」を用いて，個々の受刑者の「書きた
い気持ちに寄り添う方法」を導入したことは，
効果的なロールレタリングの方法を矯正界
に提示できたと思われる。平成 25 年度には
『反省させると犯罪者になります』（新潮新
書）を刊行し，これまでの研究成果を公表し
た。 
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